
令和７年９月 30 日 

理事長選考会議決定 

 

 

山形県公立大学法人 求める理事長・学長像 

 

山形県公立大学法人理事長は、「豊かな教養に裏付けられた専門的な知識と技術・技能を身に付け、

広く社会で活躍する人材を育成するとともに、地域に根ざした大学として真理の探究と知の創造に

努め、もって地域ひいては全体の持続的な発展に寄与する」という法人の目的、並びに「食を通し県

民に栄養面からの支援を行う管理栄養士を養成する」「地域のニーズに応え、教育と研究を通じて地

域の向上発展に寄与し、教養と専門的知識を身に付けた社会に貢献できる人間を育てる」という、米

沢栄養大学及び米沢女子短期大学（以下「大学」という。）の設置の趣旨、使命を実現する強い意志

を有するとともに、以下に掲げる者であることが求められる。  

 

＜人格・識見＞ 

（１）  人格が高潔で、学識が優れ、かつ、大学における教育研究活動を適切かつ効果的に運営

することができる者 

 

＜ビジョンと実行力＞ 

（２）  県民の健康長寿の実現や創造的課題探究能力を備えた人材育成など様々な社会的な期

待・要請を的確に把握し、大学の機能を最大限に発揮していくための明確なビジョンを示

し、決断力・実行力をもって大学の発展を推進していく卓越したリーダーシップを発揮で

きる者 

  

＜教育・研究＞ 

（３）  社会や時代の変化及び地域ニーズ等を的確に捉え、大学の個性の伸長と競争力の強化を

図りながら、特色ある教育研究を推進することができる者 

 

＜経営＞ 

（４）  高い志と優れた能力を有する教職員など大学の英知を最大限に活かした戦略的なマネジ

メントや優れた調整力により安定的、効果的、効率的に法人を運営するとともに、社会か

らの理解と支持を得るための積極的な情報発信を行うことができる者 

 

＜地域貢献＞ 

（５）  伝統かがやく米沢に立地する大学として社会的・歴史的・地域的役割を認識し、地域を

担う人材の輩出はもとより、栄養と健康に関するシンクタンク機能や地域の生活文化向上

に寄与する調査研究等をとおして、自治体施策との連携や生涯学習機会の提供など、関係

団体との信頼関係を築きながら地域社会への積極的な貢献に取り組むことができる者 

 


